
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

公明党 ８ 自由民主党 ３ 

緑風会 ６ 民主・連合 ３ 

みらい ６ みんなの党 ２ 

日本共産党 ５ ボランティア １ 

自由クラブ ４ 新生会・市民の風 １ 

社民・市民ネット ３ 計 １１会派 ４２名 

高
坂
進
市
議 

健
康
福
祉
委
員
会 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
保
運
営
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

☎
７
２
７
‐
９
８
２
１ 

 
 

金
子
貞
作
市
議 

会
派
代
表 

建
設
経
済
委
員
会 

市
営
住
宅
審
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
３
３
７
‐
６
１
８
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

谷
藤
利
子
市
議 

総
務
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
市
計
画
審
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

☎
３
９
８
‐
５
９
４
８ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

清
水
み
な
子
市
議 

環
境
文
教
委
員
会 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

交
通
対
策
審
議
会 

 
 

☎
３
２
３
‐
３
６
４
０ 
  
 
 
 
 

 
 
 
 

 

桜
井
雅
人
市
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
会
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
委
員
会 

 

環
境
審
議
会 

 

下
水
道
審
議
会 

☎
３
７
０
‐
０
８
７
０ 

５
月
２
３
～
２
５
日
、
市
川
市
の
臨
時
市
議
会
が
開
催
さ

れ
、
４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
新
し
い
議
員
の

所
属
会
派
や
役
職
を
決
め
た
あ
と
、
定
例
議
会
を
待
た
ず
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
議
題
を
審
議
し
ま
し
た
。 

７
件
の
承
認
と
３
件

の
報
告 

臨
時
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
固
定
資
産
評
価

委
員
や
公
平
委
員
会
委
員
、

監
査
委
員
の
選
任
、
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

公
益
法
人
へ
の
市
職
員
の

派
遣
、
市
川
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正
や
災
害
弔
慰
金

の
支
給
な
ど
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
等
、
専
決
処

分
７
件
の
承
認
と
、
物
損
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

事
件
３
件
の
報
告
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
に
係
わ

る
雑
損
控
除
等
の
特
例

に
つ
い
て 

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅

や
家
財
等
に
つ
い
て
生
じ
た
損

失
に
つ
い
て
は
、
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
市
税
納
税

義
務
者
の
選
択
に
よ
り
、
損
失

の
金
額
を
平
成
２
２
年
分
の
総

所
得
金
額
等
か
ら
（
一
年
さ
か

の
ぼ
っ
て
）
雑
損
控
除
と
し
て

控
除
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
改
正
は
市
税
に
お
い
て

控
除
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

市
民
税
申
告
を
す
る
も
の
、
ま

た
は
、
給
与
所
得
者
・
公
的
年

金
受
給
者
用
雑
損
控
除
・
医
療

費
控
除
の
申
告
を
す
る
も
の
、

固
定
資
産
税
の
申
告
を
す
る
も

の
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

市
民
へ
の
周
知
徹
底
を

求
め
る 

わ
が
党
の
金
子
貞
作
市
議
が

質
疑
に
立
ち
、
こ
の
改
正
で
該

当
す
る
住
民
の
数
や
税
金
控

除
の
額
を
確
認
し
、
被
害
に
あ

っ
た
住
民
に
条
例
改
正
の
趣

旨
を
周
知
徹
底
し
、
住
民
救
済

と
し
て
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
、

求
め
ま
し
た
。 
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市川市長 大久保博様                           ２０１１年５月２５日 

日本共産党市川市議団 

福島原発による放射能汚染、被災者支援に関する申し入れ 

東日本大震災から２ヶ月を経過したものの、その後の福島第一原発の放射能漏れ事故も重なり未だに被害の全容は

明らかにならず、全面的な復興の見通しも、原発事故の収束の目処も立っていません。 

本市においても家屋の一部損壊などの被害が出ており、また放射能汚染・被爆の不安をかかえながら市民は生活し

ています。被害を受けた市民から復旧に向けた支援を求める要望が出ています。また、放射能の影響を受けやすいと

される小さな子どもを抱える家庭では「外で遊ばせられない」という声も出ています。柏市や松戸市でも高い放射線

量が観測されています。市民の不安が高まるのは当然です。よって以下の事項について早急に検討し実現していただ

くよう申し入れます。 

【要望項目】  

１、放射能汚染問題について、外部被ばく、内部被ばくを避けるために市民、特に子どもが日常生活で気をつける点

をまとめ、学校などで広く広報すること。 

２、学校や保育園、公園などの公共施設、幼稚園において継続的に放射線量の測定を行い、結果を公表すること。ま

た、放射線量が高い場合は、地表を除去し、土壌の除染を図ること。 

３、給食食材、水道水、下水等の放射線量の測定モニタリングを実施すること。 

４、除染作業等にかかる費用は国や東電に対し、補償を求めること。また、国に原発の収束の見通しを示すよう申し

入れること。 

５、被害住宅の復旧にも対応できる市独自の住宅リフォーム助成制度を創設すること。 

６、義援金募金に引き続き取り組み、市川市に避難して来た方に独自の見舞金を支給すること。  

 

 

５
月
１
７
・
１
８
日
、
党
市
川

市
議
団
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

計
８
名
で
、
福
島
原
発
か
ら
２
０

数
キ
ロ
と
い
う
福
島
県
南
相
馬

市
へ
。 

新
鮮
な
野
菜
や
魚
の
干

物
、
支
援
物
資
を
２
台
の
車
に
満

載
し
て
全
村
民
避
難
と
な
っ
た

飯
館
村
を
通
り
、
現
地
入
り
し
、

被
災
地
を
見
て
回
り
ま
し
た
。 

 

放
射
能
汚
染
を
逃
れ
て
避
難

し
て
い
た
方
々
が
大
分
戻
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
姿
は
な
く
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

の
様
相
で
す
。
瓦
礫
も
大
分
撤
去

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
盤
沈
下

で
農
地
や
住
宅
街
が
泥
海
状
態

と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
田
ん
ぼ
に

転
が
り
、
大
き
な
漁
船
は
国
道
に

乗
り
上
げ
た
ま
ま
・
・
・
。
放
射

能
汚
染
の
収
束
の
目
途
が
立
た

な
い
な
か
、
復
旧
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
現
状
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。 

 

南
相
馬
市
役
所
で
は
副
市
長

に
お
会
い
し
て
義
援
金
を
渡
し

ま
し
た
。
副
市
長
か
ら
「
原
発
の

収
束
の
見
通
し
を
早
く
立
て
て

欲
し
い
」
と
、
切
実
な
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
相
馬
市

給
食
セ
ン
タ
ー
に
持
参
し
た
物

資
を
届
け
ま
し
た
。 

 

地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
原

発
の
危
険
性
を
目
の
当
た
り
に

し
た
２
日
間
で
し
た
。 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
党
市
議
団
は

さ
っ
そ
く
市
川
市
長
に
、
以
下
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。 

（
写
真
左
、
文
下
） 

                           


